






研究目的 

先天性胆道閉鎖症(congenital biliary atresia:CBA)は、約 1万人の出生に対して 1例の

割合で発症し、手術を行わず放置した場合、または手術の時期が遅れた場合には1歳頃ま

でに肝硬変症のために肝不全で死亡する難病である。しかし早期に発見し生後 2ヵ月以内

に肝門部空腸吻合術を施行すれっば、約 8割の患児は黄疸が消失し救命しうるとされてい

る。CBA では血中の胆汁酸が著しく増加し、尿中のビリルビンが強陽性であるので、本症

を早期に発見するために血液浸染濾紙および尿浸染濾紙によってマススクリー二ングする

方法を検討した。 


